
 

アスレジャー時代の身体観：シニア男性が若い

女性のレギンス姿に魅せられる多層的理由の

考察 
 

 

序章：現代ファッションにおけるレギンスの立ち位置 
 

本報告書は、現代社会においてシニア男性が若い女性のレギンス姿に強く惹かれる現象について、

その多層的な要因を包括的に分析することを目的とする。この現象は単なる美的嗜好の問題ではな

く、ファッションの歴史的変遷、世代間の美的感覚の相違、心理学的要因、そして文化的規範の衝突

が複雑に絡み合った結果として捉えることができる。本章では、まずレギンスというアイテムがたどっ

てきた歴史と、現代のファッションにおけるその特異な位置づけを概観し、その上でシニア世代と若

年世代の間に存在する認識のギャップの根本原因を明らかにする。 



 



1.1 ファッションアイテムとしてのレギンスの歴史的変遷 
 

レギンスの流行は、時代ごとにその名称と着用方法を大きく変えてきた。日本では、1980年代後半
のバブル期に「スパッツ」という名称で一大ブームを迎えたのがその黎明期である。この時期のス

パッツは、主にミニスカートやショートパンツの「下」に履く補助的なアイテムとして認識されており、単

体で着用することは一般的ではなかった [1, 2]。王子様やアスリートを彷彿とさせるような、短めのボ
トムスと組み合わせるスタイルが人気を博していたことが、当時のファッション観を象徴している。 

その後、スパッツは一時的に流行から外れ、「おばさんか小学生が履くもの」として見なされる時期も

あった [2]。しかし、2006年頃に再び「レギンス」と名を変えて再興する。このブームは、柄や色のつ
いたタイツ、そして特に冬の定番となった黒タイツの流行と軌を一にするものであった [3]。この時期
のレギンスもまた、ミディアム丈のスカートやワンピースと組み合わせるレイヤードスタイルが主流で

あった [3, 4]。この歴史的文脈は、多くのシニア男性が青年期や壮年期に経験したファッションの記
憶と直結しており、彼らの美的感覚の基盤を形成している。彼らにとってレギンスとは、あくまで他の

ボトムスを引き立てるための「脇役」であり、一枚で履くという発想は当初から存在しなかったのであ

る。 

そして、現代においては、スポーツウェアが日常着として定着する「アスレジャー」という新たな潮流

の中で、レギンスの立ち位置は根本的に変化した [5]。カナダ発のヨガパンツブランド「Lululemon」
などが火をつけたこのスタイルは、アスレチック（Athletic）とレジャー（Leisure）を組み合わせた造語
が示す通り、トレーニングウェアをそのまま日常のカジュアルウェアとして着用するものである [5]。こ
の普及により、レギンスは単なるレイヤードアイテムから、パンツと同様の「一枚履きできるボトムス」

へとその定義を更新した [4, 6]。この変遷は、レギンスというアイテムをめぐる世代間の認知の齟齬
を決定づける要因となった。 

 

1.2 レギンス普及における文化的背景 
 

現代のレギンスが社会的に受容された背景には、単なるファッションの流行を超えた複数の要因が

存在する。第一に挙げられるのは、機能性と快適性の追求である [6]。現代のレギンスは、吸汗速
乾性や伸縮性に優れた素材が一般的であり、運動時だけでなく日常の動作においても身体への負

担を軽減する目的で着用される [6, 7]。また、足首から太ももにかけて圧力を変えることで血流を良く
し、疲労回復を促す効果も期待されている [6]。これらの機能は、単なる見た目のおしゃれを超えて、
着用者の健康やウェルネスに貢献する側面を持つ。 

第二に、ファッションの多様化と、それによる自己表現の拡大である。かつては画一的なスタイルが

主流であったが、現代においては個人の体型や好みに応じた多様なアイテムが存在する [8]。レギ
ンスもまた、リブやスリット入り、ハイウエストなど様々なデザインが生まれ、脚長効果や体型カバー

を目的としたアイテムとして定着している [4, 6]。これらの背景は、レギンスがもはや流行の一過性
のアイテムではなく、現代社会の機能性や自己表現の価値観を体現するスタンダードなカジュアル



ウェアとして普及していることを物語っている。 

 

1.3 レギンスをめぐる世代間ギャップの萌芽 
 

レギンスの歴史的変遷は、シニア世代と若年世代の間に存在する根本的な認識のギャップを生み

出した。シニア男性が青春時代に慣れ親しんだ「スパッツ」は、膝上丈のスカートやショートパンツの

下に履く前提のアイテムであり、あくまで身体のラインを覆い隠す役割を持っていた。これに対し、現

代の若い世代が着用するレギンスは、身体のラインをそのまま見せることを前提とした、パンツに代

わる主要なボトムスである。この認識の齟齬こそが、シニア男性がレギンス姿に「魅せられる」と同時

に「目のやり場に困る」といった複雑な感情を抱く原因である [9, 10]。この現象は、単に個人の好み
の問題ではなく、公の場における「身体の表現」と「性的示唆」の基準が世代間で根本的に変化した

ことを象徴する、重要な文化的トピックである。 

このレギンスの歴史的な変遷と、それが現代に与える影響を整理したのが、以下の表である。 

年代 アイテム名 主な着用方法 社会的背景と認識 

1980年代後半 スパッツ ミニスカートやショー

トパンツの下に履くレ

イヤードアイテム 

バブル期の流行。身

体を「覆う」補助的ア

イテム。 

2006年頃 レギンス ミディアム丈スカート

やワンピースの下に

履くレイヤードアイテ

ム 

タイツブームから再

興。「おばさんか小

学生」という認識も一

時存在。 

2010年代以降 レギンス（アスレ

ジャー） 
Tシャツやトップスと
合わせてパンツとし

て一枚履き 

ヨガパンツブーム。

機能性・快適性を重

視した日常着として

定着。 

 

第一章：心理学的・生理学的魅力の構造 



 



レギンスがシニア男性に与える魅力は、単なる視覚的な刺激にとどまらず、人間の根源的な美的感

覚と、それを刺激する衣服の特性に深く根ざしている。本章では、進化心理学の観点から身体的魅

力の普遍的な要素を考察し、レギンスがそれらをどのように効果的に引き出すのかを具体的に分析

する。 

 

2.1 進化心理学から見た身体的魅力の普遍性 
 

進化心理学によれば、人間は無意識のうちに、健康や生殖能力を示す特定の身体的特徴に魅力を

感じる傾向がある。その最も顕著な例の一つが「対称性」である。顔だけでなく、乳房や臀部、性器と

いった性的形質においても、左右対称に近い個体はより魅力的であると認識される [11]。これは、遺
伝子の健全性や安定的な身体の発達を示すシグナルとして捉えられている。また、身体そのものの

静的な形状だけでなく、動きのパターンも魅力に大きく影響を及ぼす。例えば、女性が腰を振って歩

く動作は、その身体的魅力を約50%増加させるとの研究結果が示されている [12]。 

さらに、特定の体型は、健康や生殖能力、さらには社会的な地位に関する情報を伝える。男性は細

いウエスト、V字型の胴体、広い胸と肩幅を持つ女性に惹かれる傾向がある一方で、女性は「普通の
体重」と平均的なWHR（ウエスト-ヒップ比）を持つ男性を魅力的だと見なすことが分かっている [12]。
これらの美的感覚は、文化的背景を超えた普遍的なものであり、人間が潜在的に持つ本能的な選

好を反映している。 

 

2.2 レギンスが誘発する「身体的魅力」の具体的なメカニズム 





レギンスは、この普遍的な美的感覚を極めて効率的に刺激するファッションアイテムである。第一

に、その素材が持つフィット性により、着用者のボディラインを明確に強調する。これは、スキニーデ

ニムやタイトスカートと同様に、身体の曲線美、特に進化心理学的に重要とされる脚のラインや臀部

の形状を視覚的に際立たせる効果を持つ [13]。これにより、レギンスは着用者の身体が持つ自然な
対称性や健康的な体型を、他の多くの衣服よりも強くアピールすることができる。 

第二に、レギンスが持つ「健康的イメージ」の伝達機能である。元々スポーツウェアとして普及した歴

史を持つレギンスは、着用者自身が「やる気アップ」や「身体への負担軽減」といった目的で選ぶアイ

テムである [6]。この意図は、無意識のうちに「健康的」「活発」「アクティブ」というイメージを周囲に伝
達する。この種のポジティブな身体的メッセージは、レギンス姿の女性をより魅力的に映し出す要因

となる。座り方などによる美しい姿勢が自信や説得力を増すのと同様に [14]、活発な身体を想起さ
せるレギンスは、着用者の内面的な魅力を引き立てるのである。 

第三に、色彩心理学の応用である。ボディラインを強調するファッションアイテムでは、黒やネイ

ビー、ダークグレーといった収縮色が多用される [13]。これらの色は、視覚的な引き締め効果をもた
らし、身体をよりシャープに、健康的に見せる効果がある。レギンスの定番色である黒は、この視覚

的効果を最大限に引き出し、着用者の身体を魅力的に演出する上で重要な役割を果たしている。 

このように、レギンスは着用者にとっての「機能性」や「快適さ」を追求する機能的な衣服である一方

で、その機能性こそが進化心理学が指摘する「健康的で活発な身体」という強力な性的シグナルを

意図せず周囲に伝達している。この「着用者の意図」と「受け手の解釈」の間に生じるギャップが、シ

ニア男性が抱く複雑な感情の源泉となっている。彼らは、レギンスが伝える「健康」や「快適」という情

報だけでなく、無意識のうちに伝達される「性的シグナル」（若々しさ、健全な身体）を強く受け取って

おり、この機能性と性的魅力の結合こそが、レギンスを他のファッションアイテムとは一線を画す存在

にしているのである。 

 

第二章：シニア男性のファッション観と世代間の美的ギャップ 
 

シニア男性がレギンス姿に魅せられる現象は、彼らが自身の人生を通じて形成してきたファッション

観や美的感覚を抜きにしては語ることができない。本章では、彼らの価値観の形成過程を紐解き、

若い世代のファッションとの間に存在する認識の衝突を分析する。 

 

3.1 シニア男性のファッション観の形成過程 
 

60代のシニア男性は、戦後の高度経済成長期からバブル期、そして現代のデジタル社会まで、日本
の社会と文化の大きな変遷を経験してきた [15]。彼らのファッション観は、この歴史的背景に深く根
ざしている。戦後のシンプルで保守的なスタイルから始まり、バブル期以降の多様な文化を取り入れ



ながらも、その根底には「奇抜すぎない」「ジャストサイズ」「シンプル」「清潔感」といった、規範的で上

品な美意識が強く存在する [16]。彼らにとっての理想的な服装とは、身体のラインを適切に包み込
み、だらしない印象や窮屈な印象を与えない、シルエットがすっきりとしたものだ [16]。 

また、退職後のライフスタイル変化に伴い、彼らのファッション観はさらに進化している [15]。単なる
見た目だけでなく、快適性や機能性、着脱のしやすさといった実用的な側面を重視する傾向が強ま

る [15]。この変化は、彼ら自身の身体の健康を意識するようになったことと密接に関わっている [17]
。腰痛や足の疲れ、転倒リスクの軽減といった具体的な身体的課題を解決する機能性衣料への関

心は、若年世代の「アスレジャー」の動機である「健康志向」と共通する部分を持っている [17, 18]。 

 

3.2 世代間の美的感覚の衝突 
 

シニア男性のファッション観が持つ「シンプル」「ジャストサイズ」「清潔感」という価値観は、身体のラ

インを前面に出す現代のレギンススタイルと根本的に衝突する可能性がある。この世代間の美的感

覚のズレは、振袖の色選びに見られるように、親世代が伝統的な華やかさを好むのに対し、娘世代

が落ち着いた色やシンプルさを好む傾向があることにも示唆されている [19]。 

レギンスの一枚履きは、シニア男性が培ってきた「服のシルエットによる美しさ」という規範から逸脱

する。彼らは、ミニスカートブームですら街中では抑制された丈が多かった時代を経験しており [8]、
身体そのものを強調するファッションに慣れていない。この「想定外」のスタイルは、彼らにとって戸惑

いを引き起こす一方で、彼らが無意識のうちに憧れる「若さ」「健康」「活発さ」を最も効果的に表現し

ている。この美的ギャップが、シニア男性の複雑な感情を生み出す要因となっている。 

 

3.3 なぜ「若い女性」の「レギンス姿」が特別なのか 
 

この現象が「若い女性」に限定される理由は、日本社会における「若さ」の絶対的価値観と深く結び

ついている。日本のメディアは「美魔女ブーム」に象徴されるように、年齢を重ねても若く見える女性

を称賛する傾向が強く、アイドル文化はその最たる例である [20]。こうした文化的土壌は、若さその
ものが至上な価値であるという認識を社会全体に浸透させてきた。 

レギンスが強調する健康的な身体のラインや活発なイメージは、このメディアが提示する「若さの理

想」と完全に合致する。シニア男性は、レギンス姿の若い女性に、彼らが失いつつある、あるいは強

く憧れる「若さ」の具現化を見出している。彼ら自身の健康志向が高まる中で、若い女性のレギンス

姿は、彼らが抱く「アクティブなライフスタイル」への憧憬を投影する対象となっているのである。これ

は単なる性的欲望ではなく、自己の老いと向き合う中で抱く「若さ」への憧憬が、特定のファッションス

タイルに投影された結果である。 



シニア男性と若年層のファッション観や美的感覚の違いを比較したのが、以下の表である。 

価値観の側面 シニア男性のファッション観 若年層のファッション観 

規範 清潔感、ジャストサイズ、上

品さ。シルエットによる美し

さ。 

機能性、快適性、自己表現。

身体そのものを強調。 

身体への意識 身体のラインを適切に隠し、

整える。 
身体のラインを積極的に見

せ、自己肯定感を高める。 

着用スタイル ミニスカートやショートパンツ

の下に履くレイヤードアイテ

ム。 

パンツとしての一枚履き。 

目的 社会規範を遵守し、きちんと

した印象を与える。 
健康、活発さ、個性を表現す

る。 

 

第三章：レギンスをめぐる社会的議論と文化的コンテクスト 
 

レギンスをめぐる議論は、ファッションの是非を超えて、現代社会の価値観の衝突を映し出している。

公共の場でのレギンス着用は、世界中で「TPOをわきまえるべき」という保守的意見と、「ファッション
は個人の自由」というリベラルな意見が激しく対立する要因となっている [9]。 

 

4.1 グローバルなレギンス論争：「TPO vs. 個人の自由」 
 

アメリカでは、ユナイテッド航空がレギンスを着用した少女の搭乗を拒否した騒動が大きな波紋を呼

んだ [9, 21]。航空会社は「従業員向けドレスコード違反」を理由としたが、この騒動は「公共の場での
適切な服装」をめぐる議論に発展した。また、韓国では野球の始球式で有名女優がレギンス姿で登

場し、その健康的で活発なイメージが称賛される一方で、「TPO違反」との批判も交錯した [9, 22, 23]
。ベトナムでも、歴史的な王宮でのレギンス姿でのヨガが「不適切」として物議を醸し、文化的な文脈

における服装の規範が問われている [24]。 

これらの事例は、レギンスが単なる衣服ではなく、社会の規範意識を問う「文化的記号」となっている



ことを示唆している。着用者が「健康的」や「快適さ」を意図していても、受け手はそれを「不適切」や

「性的示唆」と解釈し、そのギャップが論争を生む。 

 

4.2 レギンスをめぐる日本の文化的コンテクスト 
 

日本におけるレギンス論争は、グローバルな議論とは異なる、独特の文化的背景を反映している。

日本では、レギンス一枚履きに対して「お尻のシルエットやパンツのラインが気になる」として、抵抗

を感じる女性が多いことが指摘されている [12, 25]。これは、他者からの視線を強く意識し、周囲との
調和を重んじる日本の文化的規範を反映している。 

また、男性からは「どこを見ていいか困る」という意見が聞かれ、レギンス姿の女性が視界に入った

際の戸惑いが示されている [9, 10]。この感情は、彼らが培ってきた「公共の場における適切な振る
舞い」という文化的規範と、目の前の現実（若い世代が規範に囚われない姿）との間で、無意識的な

葛藤を抱えていることを物語る。彼らがレギンス姿に「魅せられる」と同時に「戸惑い」を感じるのは、

個人的な性的関心だけでなく、文化的プレッシャーに直面しているためである。 

 

4.3 ファッションと「性的身体」の言説 
 

ミニスカート論争が示したように、服装は着用者の主体的な選択であるにもかかわらず、しばしば

「性的身体」と結びつけられ、時に女性の「主体性」を侵害するという議論がなされてきた [26]。レギ
ンスも同様に、着用者が快適さや健康のために選んだものであっても、その身体に密着する特性ゆ

えに、見る側によって「無防備」あるいは「性的」と解釈される危険性をはらんでいる [26]。 

レギンスが持つ「情報伝達機能」は、他の衣服よりも強制力が強い。それは、着用者の身体情報を

周囲に明確に伝達するため、見る側は意識せずともその情報を「受け取らざるを得ない」状況に置

かれる [27]。シニア男性が抱く感情は、この強制的な視覚情報が、彼らの持つ美的感覚や社会規範
を揺さぶることで引き起こされた強い反応である。これは、レギンスが単なる衣服ではなく、現代社会

の規範意識や身体観を問う、深い意味を持つ「文化的記号」となっていることを示唆している。 

 

第四章：総合的考察と結論：多層的な理由の総括 
 

シニア男性が若い女性のレギンス姿に魅せられる現象は、単一の理由では説明できない多層的な

構造を持つ。本報告書で分析したように、この感情は以下の複数の要因が複雑に絡み合った結果と



して捉えることができる。 

1. 生理学的・進化心理学的要因： レギンスは、臀部や脚のラインといった、人間が普遍的に魅力を
感じる身体的特徴を強調する。これにより、着用者が意識せずとも、健康や活発さを示す性的シグナ

ルを周囲に伝達する。 

2. ファッションの歴史的変遷： シニア男性が若年期に経験した「スパッツ」が補助的なアイテムであっ
たのに対し、現代の「レギンス」はパンツとしての一枚履きが主流である。この歴史的な定義の相違

が、視覚的な衝撃と好奇心を喚起している。 

3. シニア男性の価値観との対比： 彼らが志向する「上品」「シンプル」なファッションとは異なる、身体
そのものを前面に出すスタイルへの戸惑いがある一方で、彼ら自身が意識し始めている「健康」や

「アクティブさ」という価値観への共感も同時に存在する。 

4. 日本社会における「若さ」の絶対的価値： 日本のメディアが形成してきた「若さ」を至上とする価値
観が、若い女性のレギンス姿をさらに魅力的に映し出している。これは、彼らが自身の老いと対比さ

せ、無意識的に憧れを抱く対象である。 

5. 文化的規範の衝突： グローバルな「個人の自由」と、日本の「TPO／他者意識」の葛藤が、この現
象をより複雑なものにしている。レギンスは、個人的な選択と公共空間における規範の間の曖昧な

境界線を露呈させている。 

結論として、シニア男性がレギンス姿に「魅せられる」という感情は、単なる性的魅力だけでなく、「機

能性や健康への共感」「世代間の美的感覚のズレ」「社会規範の変容への戸惑い」「若さへの無意識

的な憧憬」といった多層的な要因が絡み合った結果である。この現象は、現代社会におけるファッ

ションの役割、身体観、そして世代間のコミュニケーションのあり方を探る上で、極めて重要な示唆を

与えている。 

 

提言：レギンス文化とシニア市場におけるインサイト 
 

 

6.1 マーケティングにおける示唆 
 

レギンスに関するマーケティング戦略は、この多層的な要因を考慮に入れるべきである。若年層に

対しては、単なるトレンドアイテムではなく、「身体的エンパワーメント（自己肯定感の向上）」や「健康

的なライフスタイル」を体現する機能的ウェアとしての側面を訴求することが有効である [6, 27]。一
方で、シニア市場に対しては、彼らが持つ「健康志向」や「機能性重視」の価値観に寄り添い、レギン

スを単なる衣服ではなく、「疲労回復」や「動きやすさ」をサポートする機能性アイテムとして提案する



ことが、高い効果を生むと推察される [17, 18]。 

 

6.2 メディア・コンテンツ制作における留意点 
 

メディアは、レギンスをめぐる議論において、画一的な「若さ」や「美しさ」を絶対的な価値として提示

する傾向から脱却する必要がある。広告に登場する人物の容姿がユースの理想を形成している可

能性が高い一方で、同時に「親近感が持てない」という意見も存在することからも、ジェンダーの固定

観念を助長するのではなく、多様な身体、多様なファッションを肯定的に描くコンテンツを増やすこと

が求められる [28]。年齢を重ねることの美しさや、健康的な生活そのものの価値を伝える表現は、
世代間理解の促進にも繋がる。 

 

6.3 世代間理解を促進するための視点 
 

レギンスをめぐる議論は、単なる「TPO」の是非ではなく、より根源的な「身体観」や「公共空間の規
範」といった価値観の対話へと昇華されるべきである。シニア層の価値観（清潔感、上品さ）と若年層

の価値観（自己表現、多様性）を相互に尊重する対話の場を設けることで、互いの認識のギャップを

埋め、より健全な世代間コミュニケーションを築くための足がかりとすることができるだろう。 
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